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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月8日(2014.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｃ１６：１ｎ７－パルミトレアート誘導体とパルミタート誘導体とを含む栄養補助食品
であって、該栄養補助食品は
（ｉ）Ｃ１６：１ｎ７－パルミトレアート誘導体対パルミタート誘導体の比率が２０：１
から１００：１であり；かつ
（ｉｉ）少なくとも２０重量％のＣ１６：１ｎ７－パルミトレアート誘導体を含み；かつ
　パルミトレアート誘導体およびパルミタート誘導体の各々が独立して、遊離酸、薬学的
に許容される塩、（Ｃ１－Ｃ４）アルキルエステル、モノグリセリド、ジグリセリド、ト
リグリセリド、またはそれらの任意の２つ以上の組み合わせである、
栄養補助食品。
【請求項２】
　少なくとも３５重量％のＣ１６：１ｎ７－パルミトレアート誘導体を含む、請求項１記
載の栄養補助食品。
【請求項３】
　少なくとも５０重量％のＣ１６：１ｎ７－パルミトレアート誘導体を含む、請求項１記
載の栄養補助食品。
【請求項４】
　少なくとも９０重量％のＣ１６：１ｎ７－パルミトレアート誘導体を含む、請求項１記
載の栄養補助食品。
【請求項５】
　Ｃ１６：１ｎ７－パルミトレアート誘導体対パルミタート誘導体の比率が２０：１から
５０：１である、請求項１記載の栄養補助食品。
【請求項６】
　Ｃ１６：１ｎ７－パルミトレアート誘導体対パルミタート誘導体の比率が５０：１から
１００：１である、請求項１記載の栄養補助食品。
【請求項７】
　すべての誘導体が（Ｃ１－Ｃ４）アルキルエステルである、請求項１記載の栄養補助食
品。
【請求項８】
　すべての誘導体がエチルエステルである、請求項１記載の栄養補助食品。
【請求項９】
　すべての誘導体がメチルエステルである、請求項１記載の栄養補助食品。
【請求項１０】
　すべての誘導体が遊離酸またはその薬学的に許容される塩である、請求項１記載の栄養
補助食品。
【請求項１１】
　すべての誘導体がモノグリセリド、ジグリセリド、トリグリセリド、またはそれらの任
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意の２つ以上の組み合わせである、請求項１記載の栄養補助食品。
【請求項１２】
　該Ｃ１６：１ｎ７－パルミトレアート誘導体がシス－Ｃ１６：１ｎ７－パルミトレアー
ト誘導体である、請求項１記載の栄養補助食品。
【請求項１３】
　栄養補助食品がオレアート誘導体をさらに含み、該栄養補助食品のＣ１６：１ｎ７－パ
ルミトレアート誘導体対オレアート誘導体の比率が６：１から１００：１であり、かつ各
オレアート誘導体が独立して、遊離酸、薬学的に許容される塩、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル
エステル、モノグリセリド、ジグリセリド、トリグリセリド、またはそれらの任意の２つ
以上の組み合わせである、請求項１記載の栄養補助食品。
【請求項１４】
　Ｃ１６：１ｎ７－パルミトレアート誘導体対オレアート誘導体の比率が１０：１から２
０：１である、請求項１３記載の栄養補助食品。
【請求項１５】
　Ｃ１６：１ｎ７－パルミトレアート誘導体対オレアート誘導体の比率が２０：１から５
０：１である、請求項１３記載の栄養補助食品。
【請求項１６】
　Ｃ１６：１ｎ７－パルミトレアート誘導体対オレアート誘導体の比率が５０：１から１
００：１である、請求項１３記載の栄養補助食品。
【請求項１７】
　Ｃ１６：１ｎ７－パルミトレアート誘導体が、魚から得られるＣ１６：１ｎ７－パルミ
トレアート部分を含む、請求項１記載の栄養補助食品。
【請求項１８】
　魚が、アンチョビ、メンヘーデン、スケトウダラ、ニシン、タラ、サケ、キュウリウオ
、マグロ、サバ、オキアミ、またはそれら任意の２つ以上の組み合わせである、請求項１
７記載の栄養補助食品。
【請求項１９】
　魚がアンチョビを含む、請求項１７記載の栄養補助食品。
【請求項２０】
　魚がメンヘーデンを含む、請求項１７記載の栄養補助食品。
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